
　預り金の年次繰越

 概要： 預り金システムの年次繰越には、以下の処理があります。

１．当年度に利用したマスタを翌年度に作成する。

２．費目毎の残高を翌年度の残高として繰越す。

３．ログイン時に初期表示される年度を、翌年度に切り替える。

実施時期：

 詳細： 1． 当年度に利用したマスタを翌年度に作成する。

次年度でのログインを行う前に、　３月頃に実行します、翌年度になっても何度でも再実行可能となります。

この処理により、次年度でログインが可能になります。

当処理実行後、次年度のマスタ設定を変更します。

※次年度マスタにデータが存在する場合は、上書きコピーされません！

 新たにやり直す場合は、削除してからやり直します。

2． 費目毎の残高を翌年度の残高として繰越す。

当年度入出金が確定した　３月～５月頃に実行し、翌年度になっても何度でも再実行可能となります。

この処理により、次年度でログインしたときに、残高が表示されるようになります。

3． ログイン時に初期表示される年度を、翌年度に切り替える。

次年度でのログインが多くなる　４月頃に実行しることで、ログイン時の初期表示年度を変更することが出来ます。

ログイン画面

３月 ４月 ５月 ６月

残高 入金 支払 年度末算残高 翌年残高

この表示の切替

各マスタ
当年度分

各マスタ
次年度分

１．翌年度作成 ２．残高繰越

１．翌年度作成

２．残高繰越

３．表示切替

３．表示切替



　新しい年度で、学生と、徴収予定を作成する。

 概要： 年次繰越の”１．当年度に利用したマスタを翌年度に作成する。”が完了したら、

新しい年度にて、徴収予定を変更、（追加、削除）し、学生を学籍システム連携、

学生への徴収予定の紐付けが必要になります。

 詳細： 1． 徴収予定の変更

徴収予定入力から金額を変更します。　細目が無い場合は、必ず、0円で入力します。

？１． 徴収パターンが増える時は、追加ボタンにて、表示されている内容から複写作成されます。

？２． 費目、細目が増える場合（減る場合）は、（次頁記載の）費目細目の登録、権限付与を参照してください。

2． 学籍システムからの学生の取込み

預り金連携操作説明書　に沿い、学籍を連携します。

3． 学生と予定の紐付

徴収パターンを入力し、検索　項目を指定して対象者を表示し、対象者追加ボタンにて対象者を追加します。

徴収パターンに登録されている学生を表示するには、徴収パターン入力後、パターン対象者表示を押します。

１．徴収予定の変更

２．学籍の取込

３．学生と予定の紐付

学籍取込連携



　費目細目の登録、権限付与 １／２

 概要： 費目、細目が増える場合、または、減る場合は、

費目M保守、細目M保守から、費目、または、細目を登録（削除）します。

次に、登録した費目、細目に、操作者毎の権限を付与する必要があり、

USER権限M保守から、操作者に対する権限を付与します。

【補足】上記が整った後、費目が追加された場合は、徴収予定を複写作成します。

 詳細： 1． 費目、細目の登録

データ読込にて、マスタデータ表示後、

行を（他の同類行から）複写し、名称、必要項目を変更してから、A列に、更新マーク * を付けＤＢ書込ボタンにて登録します。

2． 権限の付与

データ読込にて、マスタデータ表示後、

権限を付与したい、操作者の行のJ列：権限設定を押します。

費目、細目、所属の権限を付与する行に＊を付け、DB書込を行います。

１．費目、細目登録

２．操作権限の付与



　新しい費目に、徴収予定を作成する。 ２／２

 概要： 費目、細目が増える場合は、徴収パターンも新規にて作成する必要があります。

1． 徴収予定の新規登録

修正モードにて、複写元となる類似する徴収パターンを表示します。

次に、追加ボタンを押し、表示されたサブ画面に

新しい徴収パターンコード、パターン名称、管理費目　を入力します。

ここで、登録ボタンを押すと、新しい徴収パターンが作成されますので、

再度、修正モードに戻し、徴収金額、細目毎の金額を、入力します。

３．徴収予定新規登録


